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・設立     1926年（大正15年）9月 
・資本金   1,990億54百万円 
・売上高   6兆3,951億円（連結） 
・関連企業 約300社 
・店舗数    合計18,008店舗/ヵ所              

業態 店舗数 業態 店舗数 

総合スーパー  611 ドラッグストア 3,559 

スーパーマーケット 1,977 金融 641 

ディスカウントストア  353 サービス 1,519ヵ所 

ホームセンター  122 その他（小売） 783 

コンビニエンスストア 4,581 その他 9ヵ所 

専門店 3,853 

 ＊連結子会社、持分法適用関連会社を含む、2014年2月現在 

イオンの概要 
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日々のくらしをサポートする１２の事業を展開 

GMS事業 
（総合スーパー） 

SM事業 
（ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ） 

DS事業 
（ﾃﾞｨｽｶｳﾝｽﾄｱ) 

ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾊﾟｰ事業 サービス事業 専門店事業 

小型店事業 ﾄﾞﾗｯｸﾞ・ﾌｧｰﾏｼｰ事業 総合金融事業 

Ｅｺﾏｰｽ事業 アセアン事業 アセアン事業 中国事業 

イオンの事業内容 
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イオン（ＡＥＯＮ）とは、ラテン語で
「永遠」をあらわします。 

私たちの理念の中心は「お客さま」：
イオンは、お客さまへの貢献を永遠
の使命とし、最もお客さま志向に徹
する企業集団です 

「平和」：イオンは、事業の繁栄を通じて、
平和を追求し続ける企業集団です。 

「人間」：イオンは、人間を尊重し、人間
的なつながりを重視する企業集団です。 

「地域」：イオンは地域の暮らしに根ざし、
地域社会に貢献し続ける企業集団です。 

イオンの基本理念 

基本理念 
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            イオンサステナビリティ基本方針 
 

私たちイオンは、「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、 

地域社会に貢献する」という基本理念のもと、 

多くのステークホルダーの皆さまとともに、持続可能な社会の実現を 

目指します。 

 取組みにあたっては、「低炭素社会の実現」、「生物多様性の保全」、 

「資源の有効利用」、「社会的課題への対応」を柱とし、グローバルに
考え、それぞれの地域に根ざした活動を積極的に推進してまいります。 

                                
                                 2011年3月1日制定 

重点
課題 

方針 

サステナブル経営の実現 「社会の発展」と「グループの成長」の両立へ 

イオンサステナビリティ基本方針と体系 
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        Corporate Citizenship ＣＳＲ調達（持続可能な調達）の方針策定経緯 

商社・部品ﾒｰｶｰ 

ｲｵﾝｻﾌﾟﾗｲﾔｰＣｏＣで
確認実施中 今後、原料までの確認が必要に！ 

「ISO26000」 CSRの世界的ガイダンス策定 
 

人権・環境などのサプライチェーン全体の管理が求められる 

サプライチェーン 

原料 製造 販売 
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イオン持続可能な調達原則 

１．自然資源の違法な取引・採取・漁獲を排除します。 
 

２．生物多様性保全、自然資源枯渇防止の観点で、 
  イオン基準を設定・運用します。 
 

３．再生不可能な資源の利用については、最小限に留めます。 
 

４．農産物や漁業資源の産地、漁獲方法などのトレーサビリティ 
    を確立します。 
 

５. 林産物において、保護価値の高い森林の破壊を防止します。  

イオンは、サステナビリティ基本方針に基き、自然資源の持続可能性と
事業活動の継続的発展 の両立をめざし、2014年2月「イオン持続可能な
調達のための原則」を制定しました。  

持続可能な調達のための原則の制定 
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●ＡＳＣとは 
ASC（水産養殖管理協議会）は、責任 
ある養殖業の認証制度を管理する、 
独立した国際非営利団体です。 
WWFとIDH（Dutch Sustainable Trade 
Initiative＝オランダの持続可能な貿易
を推進する団体）の支援を受けて2010
年に設立されました。 
 
●ＡＳＣ認証の製品について 
認証された製品に付けられるASCラベ
ルは、その水産物が自然環境と社会へ
の影響を最小限に抑えて育てられた製
品であることを、消費者に約束する も
のです。 
 

水産物の認証ラベルについて 

●ＭＳＣとは 
環境に配慮し持続可能な漁業で、 
獲れた水産物の証である 「海のエコ 
ラベル」を管理・促進する国際的な 
非営利団体（NPO)1997年にWWFと 
ユニリーバによって設立されました。 
1999年に完全に独立。 
 
●ＭＳＣ認証の製品について 
「海のエコラベル」ＭＳＣは、環境に配慮
し持続可能であるとされた漁業で獲ら
れた水産品に付けられるマークです。流
通や加工の過程で、認証されていない
魚が 混ざらないよう管理され販売され
ます。 
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2014年2月、アジア初となるASC認証商品として、トップバリュ 
「ASC認証 生アトランティック・サーモン」を発売 

認証商品の販売① 
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2014年６月、「サステナブル・シーフードウィーク」キャンペーンに参加、 
新商品のトップバリュASC認証パンガシウス、WWFの海を守る活動に 
収益金の一部が使われる「保冷機能つきエコバック」をご紹介。 

認証商品の販売② 


